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ス
タ
ン
ド
を
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
一
色
に
染
め
て

熱
烈
な
声
援
を
送
っ
た

　

◀
イ
ラ
ス
ト
：
岩
森
さ
ん

　

私
た
ち
山
口
第
一
支
部
は
、山

口
県
西
部
地
域
に
あ
る
職
場
で

あ
る
、下
関
管
理
駅
分
会
、宇
部

管
理
駅
分
会
、新
山
口
管
理
駅
分

会
、下
関
列
車
区
分
会
、山
口
列

車
区
分
会
、長
門
分
会
、下
関
保

線
区
分
会
、下
関
電
気
区
分
会
、

山
口
電
気
区
分
会
、下
関
総
合
車

両
所
分
会
の
10
分
会
で
構
成
さ

れ
、9
0
0
名
を
超
え
る
組
合
員

で
構
成
さ
れ
た
支
部
で
す
。

　

青
年
女
性
委
員
会
の
組
合
員

も
多
く
を
占
め
、「
Ｊ
Ｒ
西
労
組

運
動
の
継
承
」を
課
題
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

執
行
委
員
会
や
分
会
長
会
議

で
は
、各
分
会
の
課
題
等
に
つい
て

積
極
的
な
発
言
が
あ
り
、業
務
内

容
で
気
に
な
る
部
分
が
あ
れ
ば
そ

の
都
度
報
告
い
た
だ
き
、解
決
に

向
け
て
地
本
と
協
力
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
で
活
動
が

停
滞
し
た
時
期
を
取

り
戻
す
よ
う
に
、
青

年
女
性
委
員
会
は
レ

ク
行
動
を
積
極
的
に

行
い
、組
合
員
の
絆
を
深
め
る
取

り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

役
員
の
世
代
交
代
が
進
む
中

で
も
、共
済
関
係
の
取
り
組
み
方
、

青
年
女
性
委
員
会
の
活
動
、今
起

き
て
い
る
課
題
な
ど
に
つい
て
、執

行
委
員
が
考
え
や
意
見
を
出
せ

る
ま
で
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、支
部
内
で
は
昨
年
の

豪
雨
災
害
に
よ
り
、山
陰
線
の

滝
部
〜
長
門
古
市
駅
、美
祢

線
全
線
が
不
通
と
な
っ
て
お

り
、バ
ス
代
行
の
支
援
や
、列

車
に
不
慣
れ
な
お
客
様
へ
の

案
内
等
に
従
事
し
て
い
る
組

合
員
も
い
ま
す
。

　

来
年
以
降
の
復
旧
に
向
け
、

Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団
会
議
に

所
属
す
る
、酒
本
山
口
県
議

会
議
員
、山
下
下
関
市
議
会

議
員
を
通
じ
て
行
政
に
も
働

き
か
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
組
合
運
動
の
継
承
を

第
一
目
標
に
掲
げ
、若
手
組
合
員

だ
け
で
な
く
、支
部
全
体
で
活
動

を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　 〈
広
島
地
本
発
〉

　

中
央
本
部
は
、10
月
10
日

（
木
）、西
阪
急
ビ
ル
地
下
会
議
室

に
お
い
て
、第
１
回
拡
大
安
全
対

策
委
員
会
を
開
催
し
、各
地
本・

総
支
部
、業
種
別
部
会
の
代
表
者

と
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
か
ら
鉄
道

関
係
単
組
代
表
者
の
約
60
名
が

出
席
し
た
。

　

委
員
会
は
、座
長
に
川
端
副
執

行
委
員
長（
安
全
対
策
委
員
長
）

を
選
出
し
、冒
頭
、

中
央
本
部
を
代
表

し
、上
村
中
央
執
行

委
員
長
は
、重
大
事

象
の
発
生
状
況
、Ｊ

Ｒ
連
合
安
全
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、労
働
災
害

の
状
況
な
ど
に
つ
い

て
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

議
事
で
は
、２
０

２
５
年
２
月
に
、分

会
を
対
象
と
し
て
第

１
回「
Ｊ
Ｒ
西
日
本

グ
ル
ー
プ
鉄
道
安
全

考
動
計
画
２
０
２

７
」検
証
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
こ
と
や
、Ｊ
Ｒ
西

日
本
連
合・Ｊ
Ｒ
西
労
組「
安
全

お
守
り
手
帳
」の
活
用
に
向
け

て
、岡
山・福
岡
地
本
か
ら
活
用
の

報
告
を
受
け
た
他
、「
す
べ
て
の
Ｊ

Ｒ
関
係
労
働
者
の
死
亡
事
故・重

大
労
災
ゼ
ロ
」の
完
遂
、グ
ル
ー
プ

会
社・協
力
会
社
と
の
連
携
、事

故
を
決
し
て
忘
れ
な
い
取
り
組
み

に
つい
て
、課
題
が
提
起
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、提
起
さ
れ
た
課
題
や

重
大
労
災
防
止
に
向
け
た
取
り

組
み
等
に
つい
て
、各
グ
ル
ー
プ
労

組
や
部
会
、各
地
本・総
支
部
か

ら
問
題
提
起
を
受
け
、現
状
の
課

題
を
共
有
し
た
。

　

今
年
度
も
、グ
ル
ー
プ
労
組
と

の
連
携
を
深
め
て
、「
安
全
お
守

り
手
帳
」の
理
解
や
浸
透
を
図
る

と
共
に
、「
鉄
道
安
全
考
動
計
画

２
０
２
７
」の
実
践
と
実
効
性
を

高
め
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ一体

と
な
っ
た
安
全
確
立
を
行
う
こ
と

を
確
認
し
た
。

　

選
手
全
員
が
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の

組
合
員
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
西
日
本
硬

式
野
球
部
は
、京
セ
ラ
ド
ー
ム
大

阪
に
て
開
催
さ
れ
た「
第
49
回
社

会
人
野
球
日
本
選
手
権
大
会
」

に
、Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
四
国
大
会
優
勝

チ
ー
ム
と
し
て
出
場
し
た
。

　

11
月
３
日（
日
）に
、王
子
を
相

手
に
初
戦
を
迎
え
、両
チ
ー
ム
合

わ
せ
て
22
安
打
の
打
撃
戦
と
な
る

中
で
、４
回
に
杉
本
選
手
の
タ
イ

ム
リ
ー
で
勝
ち
越
す
と
、８
回
に

は
戸
田
選
手
が
ソ
ロ
ホ
ー
ム
ラ
ン

を
放
ち
、相
手
を
突
き
放
し
て
、

６
対
３
で
勝
利
し
、第
42
回
大
会

（
２
０
１
６

年
）以
来
、７

大
会
ぶ
り
に

初
戦
突
破
を

果
た
し
た
。

　

２
回
戦

は
、11
月
５
日

（
火
）に
、Ｈｏ

ｎ
ｄ
ａ
と
対

戦
し
た
。Ｊ
Ｒ

西
日
本
は
、相

手
投
手
を
打

ち
崩
す
こ
と

が
出
来
ず
に

０
対
５
と
惜

敗
し
、ベ
ス
ト

８
進
出
は
叶

わ
な
か
っ
た
。

　

両
日
と
も
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
勝

利
を
願
っ
て
、多
く
の
Ｊ
Ｒ
西
労

組
組
合
員
を
は
じ
め
、Ｊ
Ｒ
西
日

本
グ
ル
ー
プ
各
会
社
か
ら
大
応

援
団
が
ス
タ
ン
ド
を
コ
バ
ル
ト
ブ

ル
ー
に
染
め
て
声
援
を
送
り
、Ｊ

Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
の
一
体
感
が

際
立
っ
た
大
会
と
な
っ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、選
手
全
員

が
組
合
員
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
西
日
本

硬
式
野
球
部
の
今
シ
ー
ズ
ン
の
活

躍
に
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、来

シ
ー
ズ
ン
の
活
躍
を
期
待
す
る
。

　
２
０
２
４
年
度
第
２
四
半
期
決

算
は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
復
調

す
る
中
、構
造
改
革
の
着
実
な
進

捗
を
は
じ
め
、北
陸
新
幹
線
敦
賀

延
伸
や「
イ
ノ
ゲ
ー
ト
大
阪
」の
開

業
な
ど
、こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
を
結
び

４
期
連
続
の
増
収・純
利
益
は
４

期
連
続
の
増
益
と
な
っ
た一方
で
、

営
業
利
益
は
、大
阪
プ
ロ
ジェク
ト

開
業
に
伴
う
経
費
増
等
に
よ
り
、

４
期
ぶ
り
の
減
益
と
なっ
た
。

　

セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、モ
ビ
リ

テ
ィ
業
は
、鉄
道
の
利
用
回
復
に

よ
り
増
収
増
益
と
な
り
、流
通
業

に
つ
い
て
も
駅
構
内
店
舗
や
ヴ
ィ

ア
イ
ン
の
好
調
に
よ
り
営
業
利
益

が
過
去
最
高
と
な
っ
て
い
る
。不

動
産
業
は
、プ
ロ
ジェク
ト
開
業
経

費
に
よ
り
増
収
減
益
。旅
行・地

域
ソ
リ
ュー
シ
ョン
業
は
、コ
ロ
ナ
関

連
受
託
事
業
の
反
動
減
に
よ
り
、

減
収
減
益
と
なっ
た
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

•
ご
利
用
回
復
及
び
北
陸
新
幹

線
敦
賀
延
伸
効
果
等
に
よ
り
、４

期
連
続
の
増
収・純
利
益
は
４
期

連
続
の
増
益

•
営
業
利
益
は
、大
阪
プ
ロ
ジェク

ト
開
業
に
伴
う
経
費
増
等
に
よ

り
、４
期
ぶ
り
の
減
益

•
モ
ビ
リ
テ
ィ
業
、流
通
業
は
、ご

利
用
の
回
復
や
敦
賀
延
伸

効
果
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

増
等
に
よ
り
増
収
増
益

•
不
動
産
業
は
、不
動
産

販
売
の
増
が
あ
っ
た
も
の

の
、大
阪
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開

業
に
伴
う
経
費
増
等
に
よ

り
、増
収
減
益

•
旅
行
・
地
域
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
業
は
、前
年
コ
ロ
ナ

関
連
受
託
事
業
の
売
上

が
減
少
し
、減
収
減
益

•
２
０
２
４
年
度
の
業
績

予
想
は
、概
ね
想
定
の
範

囲
内
で
推
移
し
て
い
る
こ

と
か
ら
８
月
１
日
公
表
の

予
想
を
据
え
置
き

•
予
定
し
て
い
た
約
５
０

０
億
円
の
自
己
株
式
の
取

得
完
了（
11
月
15
日
消
却

予
定
）

•
年
間
配
当
は
、当
該
自

己
株
式
の
取
得
及
び
消

却
後
の
株
式
数
を
踏
ま

え
、１
株
あ
た
り
72
円
か

ら
74
円
に
増
配

和
歌
山
地
本
青
年
女
性
委
員
会

常
任
委
員

田
中
ほ
の
か

　

私
は
、２
０
１
５
年
に
入
社

し
、和
歌
山
駅
、和
歌
山
車
掌

区
、現
在
は
和
歌
山
電
車
区
で

運
転
士
を
し
て
い
ま
す
。そ
し

て
、和
歌
山
地
本
青
年
女
性
委

員
会
の
常
任
委
員
と
し
て
、入

社
１
年
目
か
ら
９
年
間

活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
行
事
に

参
加
し
、各
地
本
に
仲

間
が
で
き
ま
し
た
し
、自
分
た
ち

で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催

し
、参
加
者
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
こ
と
も
嬉
し
く
て
、

青
女
の
活
動
は
、本
当
に
自
分
に

合
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

現
在
妊
娠
中
で
、

来
年
度
に
は
育
休

に
入
る
予
定
で
す

が
、復
職
し
た
際
に

は
、仕
事
と
育
児
の

両
立
は
も
ち
ろ
ん
、

組
合
活
動
に
も
積

極
的
に
参
加
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
れ
が
実

現
で
き
る
よ
う
な
会
社
に
な
る

よ
う
、今
後
も
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

 

第
１
回
拡
大
安
全
対
策
委
員
会

組
合
運
動
の
継
承
を
一
丸
で
取
り
組
む
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　 山口第一支部

グ
ル
ー
プ
労
組
と
共
に
、

　
世
界
一
安
全
な
鉄
道
を
め
ざ
す
！

 
ス
タ
ン
ド
を
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
に
染
め
て
大
声
援

Ｊ
Ｒ
西
日
本
硬
式
野
球
部

　
　 
社
会
人
野
球
日
本
選
手
権
に
出
場

Ｊ
Ｒ
西
日
本
硬
式
野
球
部

　
　 
社
会
人
野
球
日
本
選
手
権
に
出
場
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